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愛知県名古屋市
●●● ●●●●●●●

老松小学校トワイライトスクール 老松小学校

　名古屋市の実施する放課後子供教室として、平成 17年度より、年間を通じて平日と土曜日に活動している。トワイ
ライトスクールは小学校の余裕教室を活用しており、学校との連携をもとに運動場や体育館などを使用して活動するこ
ともある。トワイライトスクールでは、子供たちの居場所づくりとともに、自由遊び、学びの活動、体験活動を通じた
異学年交流、世代間交流の場としている。地域ボランティアによる運営補助や体験活動講座の講師として、子供たちに
様々な体験の機会と居場所を提供している。

● 活動の特徴・工夫 ●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

【特徴的な活動内容】
○	地域の特色を生かしたり、地域住民との交流を図ったりする講座「なかま」…地域の昔話の紙芝居の読み聞かせ、地域の方による史
跡めぐり、人権擁護委員による人権意識を高める学習、地域の方や警察と連携・協働した防犯教室、子ども 110 番スタンプラリー
など
○	地域行事への参加 ･地域と連携・協働した取組…地域主催の「ふれあいミニ運動会」への参加、地域で開催される祭り「老松フェス
タ」での作品展示と見学、地域の高齢者の方との「ふれあい給食会」など
○	子供中心の時間「せいかつ」…月 2回、講座でどんなことを大切にして参加するか、またどんな遊びをしたいのかなど話し合う時
間を設定し、子供の意見や考えを大切にした運営の工夫
○学習習慣の定着を図るため、日々の生活の中で「学習タイム」を設定

【実施に当たっての工夫】
○	地域や学校との連携・協働を図るため、地域の代表者や学校関係者を構成員とした運営連絡会を定期的に開催
○	地域と密接につながる活動の内容を毎月の「トワイライトたより」に掲載し、学校の協力により全保護者に配布
○	子供の様子についてや緊急時の対応などについて、スタッフ同士で情報交換を行うため、定期的な会と臨時の会を随時開催
○	「帰りは笑顔で」をキャッチフレーズに、1日の中でどの子にも必ず声をかけるなど、一人ひとりを大切にしている毎日の取組

● 事業を実施しての効果・成果 ●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

　地域の団体が主催する行事に参加するために、地域の方が講師となり、子供たちは事前の準備から進んで参加している。地域の方、
保護者や運営スタッフからいつも温かく接していただいていることにより、「自分は大切な存在なんだ。そして、役立つ存在なんだ」
という自己肯定感が育っている。	こうした活動を継続的に行ってきたことにより、子供に自主性・社会性・創造性が育つとともに、
子供を中心として、地域と学校と保護者の絆が深まっている。

こんな
活動です

講座「なかま」を中心にして、地域の絆で子供たちを
育成
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講座「なかま」での人権学習
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学校支援
活動

統括コーディ
ネーター数

地域コーディ
ネーター数

ボランティ
ア登録数 学習支援 開始年度 国庫補助 ICT活用 企業・NPO

との連携

地域
未来塾

統括コーディ
ネーター数

地域コーディ
ネーター数

ボランティ
ア登録数

子供の平均
参加人数 開始年度 国庫補助 ICT活用 企業・NPO

との連携

放課後
子供教室 ●

統括コーディ
ネーター数

地域コーディ
ネーター数

子供の平均
参加人数

年間開
催日数 開始年度 国庫補助 ICT活用 企業・NPO

との連携
1 人 4 人 14.3 人 290 日 17 年度 有 無 有

実施場所 学習支援 放課後児童クラブとの連携
名古屋市立老松小学校 有 連携なし

土曜日の
教育活動

統括コーディ
ネーター数

地域コーディ
ネーター数

子供の平均
参加人数 学習支援 開始年度 国庫補助 ICT活用 企業・NPO

との連携

コミュニティ・
スクール

指定日 委員数 児童生徒数 学級数




